
 

 10月 19日より、地域医療連携室 事務助手として採用と

なりました小原加奈子です。地域医療連携室長はじめ、看護師

長、看護師、医療ソーシャルワーカーの方々のあたたかい雰囲

気の中、初めてのことに挑戦しています。 

地域医療でのサービスや繋がりの必要性を感じ取りなが

ら、事務という立場から貢献できるよう、地域の皆さまが気軽

に相談できる窓口になるよう努めたいと思っております。ど

うぞよろしくお願いします。 

↑今回、制服も新たに出来ました。 
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年末年始の休診日は、12 月 29 日～1 月 3 日（但し 1 月 2 日は松山医療圏二次輪

番救急日）となっております。 

その他、休診につきましては、ホームページを確認していただくか、

医事窓口（089-990-1817）へお問い合せ下さい。 

今回、退院調整看護師養成研修に参加させて頂きました。研修で

は事例を用いた退院調整の実際や、退院調整における社会資源の基

礎知識、地域医療連携システム、自病院、他病院の院内システムに

ついてグループワークを行い退院調整看護師の役割、課題を検討し

ました。研修受講後には当院の地域医療連携室と地域の 3施設で見

学実習をさせて頂きました。 

介護老人保健施設では色々な機器を使用したリハビリテーションや家庭では入浴が難

しい方の入浴介助等が行われていました。リハビリもジムにあるような機器が利用され

ており、私がイメージしていた高齢者が行うリハビリとは随分違っていました。実習日

は民謡の日で利用者さんは自由に参加し、知っている歌はしっかり声を出して歌われ楽

しそうにされていました。食事も普通食からゼリー様の嚥下食まで対応されており食事

時には管理栄養士が観察しその人に合った食事の提供がされていました。また介護職員

にもわかりやすいように写真を使用し摂取状態を栄養士と共有できるようにしたり、病

院から退院されて来る時と同じような形態で提供できるように細かいところまで工夫さ

れていました。 

訪問看護ステーションでは病棟で関わったことがある方の在宅での様子を

同行訪問させて頂きました。独居の方で家族や近所の方との関わりがあり、看

護師が介入することで体調管理を行い安心して在宅でその人らしく生活され

ていました。病院ではなかなかイメージできなかった在宅での様子を実際に見

ることで研修で言われていた「病院での患者は一部でありその人の人生を見て

退院支援を行う必要がある。」ということが大切であると思いました。 

地域包括支援センターではその地域と密接に関わり地域の人達の力を強く

することでみんなで支えあえる社会を作ることができるよう活動されていま

した。研修を受ける前までは地域の人の協力は私の考えにはあまりなかったの

ですが、今回の研修、実習に参加し在宅で生活していくうえで地域の協力は重

要であると実感しました。実際に施設を見学させて頂き利用者さんがどのよう

な方が対象でその施設の地域での役割等理解できました。 

介護、医療、地域が連携を強くし途切れないサービスが受けられることでその人が安

心して希望するところで生活できる。私も介護保険や施設、サービス等理解し退院調整

に関わっていけるようにしたいです。 

 

11 月 14 日、当院リハビリテーション室において川道理学療法士より「患者移

動における介助者の腰痛予防について」の研修を開催致しました。腰痛についての

概念、腰痛の種類の見極め方、腰痛予防対策や筋肉をつけるための簡単にできる運

動など、講義と実技が行われました。 

参加された方からは、分かりやすい

講義だったというご意見を頂きまし

た。参加者は 14名と少人数ではあり

ましたが、普段心がけておくことで職

業病ともいわれる腰痛予防に役立て

て頂けると幸いです。 
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当院では平成 30年 7 月 1日から、下記 1～4についての書類を診療情報提供書

料として算定することに致しました。介護支援専門員の方が主治医に意見を求める

場合、患者またはご家族に診療情報提供料（Ⅰ）：250点（1割負担の場合、患者負

担は 250円）が発生することの同意を得て必要書類を地域医療連携室へ持参、又は

郵送して下さい。料金は通常、次回受診日の支払いに含みます。 

1.疾病の状況について照会する場合  

2.医療系サービス利用についての医学的意見を求める場合 

3.軽度者に対する福祉用具貸与（特例給付）にかかる医学的所見を紹介する場合 

4.その他サービス利用にかかる医学的意見を求める場合 

どうかよろしくお願いいたします。 
文責 小谷 加奈子 

文責 上田 佳代 

文責 呼吸器内科病棟看護師 二宮 未央 


